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[Abstract] 

ビッグ・データと呼ばれる時代となり様々な分野で peta byteレベルの大規模データが日常的に収集

され、しかも実際に利用され始めている。こうしたことを時代背景として欧米の高等教育機関ではいま、

研究面・実践面の両面において新しい学習科学の概念に関心が集まってきている。Learning Analytics

と称されるこの新しい研究領域の日本での認知度は(残念なことに)まだそれほどでもない。しかし海外

ではすでにこの領域に特化した国際会議が昨年から開催されるようになった。The International 

Conference on Learning Analytics and Knowledge(LAK)がそれである。第 1回 LAK(LAK2011)は

2011年カナダのバンフで開催され、2012年春には第 2回目となる LAK2012がバンクーバーで開催さ

れた。 

本報告では LAK2012の概要を中心に、Learning Analyticsの今後の可能性と(特にわが国の高等教

育に対する)意義について議論する1。 
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1.はじめにはじめにはじめにはじめに 

「ビッグ・データ」の時代と称されるようになった今日、学習・教育研究の分野では日々システムに

蓄積される膨大な学習履歴情報のログ・データの何をどう分析し、どう学習・教育環境の改善に利用す

ればいいのか、関心が集まってきている。一方で、ネットワーク社会に入りスモール・ワールドやスケ

ール・フリー・ネットワークなどのキーワードが広まる契機となった。新しいネットワーク科学の知見

をどう学習・教育研究に活用すればいいのか、その試みは端緒についたばかりである。こうした時代の

変化と要請を受けて欧米では、膨大な学習履歴ログ・データの活用と新しい科学的知見の開拓をミッシ

ョンとする Learning Analytics と称される新しい研究テーマ・領域に注目が集まってきている。The 

International Conference on Learning Analytics and Knowledge (LAK)は、学習科学、教育工学、情

                                                   
1 本稿は[10, 11]を元に加筆・修正を施したものである。本稿の執筆に際し文献[10]からの引用・加筆・修正を許可して下

さった福井県立大学の山川教授に感謝いたします。 



報科学、ネットワーク科学、コンピュータ・サイエンスなどの関連諸領域を横断する、Learning 

Analyticsのための新しい国際会議である。 

そこで本稿ではまず Learning Analytics について、主として米国最大の高等教育 NPO である

EDUCAUSE2などが発表した定義をもとに説明する。次に、2012年 4月、カナダのバンクーバーで開

催された The 2nd LAK2012の概要を紹介する。最後に、「ビッグ・データ」の時代、特にわが国の学

習・教育環境を改善するためにどういう研究・実践戦略が求められているのか、そしてその可能性はど

こにあるのか等について議論する。 

2. Learning Analytics とはとはとはとは何何何何かかかか 

情報通信技術(ICT)によって高等教育のさらなる改善を目指す米国最大の非営利団体 EDUCAUSE 

のコミュニティのひとつである ELI (EDUCAUSE Learning Initiative)は今年始め、New Media 

Consortium (NMC)とともに、2012年版の Horizon Report(HR2012)を発表した[5]。ELIと NMCに

よって毎年発表されるこのレポートは、数年以内に高等教育機関での研究・教育活動に影響を与える(で

あろうと予想される)テクノロジーについて解説したものである。HR2012では、Mobile Appsと Tablet 

Computing が今後 1 年以内に、そして 2～3 年以内には Game-Based Learning に加え Learning 

Analytics (LA)が重要な技術的なトレンドになると予想している。前年に発表された 2011 年版の

Horizon Report (HR2011)では、LAが重要になるのは「5年以内」とされていた。HR2012では前年

からのこの変化を「LAはコンセプトから実践へと移行した」と説明している。つまり、HR2011では

まだ概念を提案する段階であったに過ぎず、それが実際的な意味を持つには少なくとも 5年はかかると

予想されていたものが、1年もたたずにすぐ先にある技術として重要視されるようになったのである。 

Learning Analytics というキーワードが注目されるようになった背景には、ICT の予想外の発展に

より、従来は考えられもしなかったセンサ・データ、ストリーム・データ、 非構造化データが日常的

に秒単位、あるいはそれ以下の単位で、しかも膨大に入手できるようになったこと[8]、そして、Bill & 

Melinda Gates Foundation3 による協力のもとで、LAを教育・開発における重要な 5つの領域のひと

つとする大型プロジェクトが開始されたこと(Next Generation Learning4)などが挙げられる5。もちろ

ん、これまでにも Course Management System (CMS)や Learning Management System (LMS)など

が導入された学習環境では、サーバ上に学習者のアクセス・ログが記録されていた。そうした従来のロ

グ・データの活用に期待されていたこと6と LA という概念とで大きく異なっているのは、後者が膨大

なデータの解析から見えてくる(であろうと期待されている)学習メカニズムやそれに関する様々な特

性の理解に基づいて、real timeな実践的活用を目指している点である。 

 

                                                   
2 http://www.educause.edu 
3 http://www.gatesfoundation.org/Pages/home.aspx 
4 http://www.gatesfoundation.org/postsecondaryeducation/Documents/nextgenlearning.pdf 
5 米国教育省は教育のおける Data Miningと LAの重要性について、今年の 4月、レポートを発表している[1]。わが国の

文部科学省が同様の認識を持っているかどうかについては不明である。 
6 わが国の高等教育の現場においてこれまでにログ・データの活用が十分に行なわれていたかどうかについては、非常に
議論の余地のある点ではある。 



実際、HR2012では LAを次のように定義している。 

By offering information in real time, learning analytics can support immediate adjustments, 

suggesting a model of curriculum that is more fluid and open to change. 

また ELIが公開している[3]では LAを次のように説明している。 

[Learning Analytics] collects and analyzes the “digital breadcrumbs” that students leave as 

they interact with various computer systems to look for correlations between those activities 

and learning outcomes. 

こうした定義から見えてくる

のは、文字通り日々刻々と集積

される(可能性のある)大量のセ

ンサ・データやストリーム・デ

ータをリアル・タイムにうまく

解析することによって、そこか

ら改善のために効果的な学

習・教育戦略のモデルやプラン

を導き出そうという方向性で

ある。 

もう少し具体的に見てみよう7。LA研究を世界的に主導している Dr G.Siemens8 は、図 1のような

LAのプロセスを提案している9。この図から分かるように Learning Analyticsはいくつかのサブ・ス

テージに分けられて実行される。

まず集められたデータは解析の

段階に入る(Analytics)。ここで入

力されるデータにはCMSやLMS

などに記録される従来型のロ

グ・データだけではない。収集可

能な実空間上のあらゆるデータ

(センサ・データ)までもが対象と

されている。データの解析を通し

て行なわれるのが、学習環境や学

習 者 に 関 す る 予 測 で あ る

(Prediction)。そしてこの予測に基

づいて、授業設計やカリキュラム

の改善(Adaption)、各学習者の意

                                                   
7 以下、図 1と図 2の説明は[10]に負っている。 
8 後述する SoLARの中心的研究者の一人。 
9 図 1は、elearnspace (http://www.elearnspace.org/blog/2010/08/25/what-are-learning-analytics/) What are Learning 

Analytics? からの引用。 



欲や能力レベルを考慮した個別に最適な教育の提供(Personalization)、リアルタイムに近いタイミング

での介入(intervention)などが実行される。 

さらに彼は Learning Analyticsを実現させるためのプラットフォームとして図 2のような、3種類

のエンジンから構成されたシステムを提案している10。Analytics Engine、Learning Adaptation & 

Personalization Engine、Intevention Engineはそれぞれ図 1に示されたLAの各段階に対応している。

これら 3つのエンジンが LMS/PLE11、SocialWeb、Physical-world data、Learner Profileなどから入

力を受け、Dashboardや Publisher出力する。なお図 2にはデータの流れに逆方向もあるように示さ

れているが、その詳細については現段階では明らかではない。Dashboardsは授業担当教員あるいは学

習者に学習・教育活動の参考となる指標やグラフをリアル・タイムに各種デバイスに写し出す仕掛けで

ある。Publisher は教材作成企業であり、Learning Adaptation & Personalizationの結果、適切な教

材が作成されることを狙っている12。 

3. The International Conference on Learning Analytics and Knowledge 

(LAK) 
Dr Siemens をはじめとして、Athabasca 大学(カナダ)、British Columbia 大学(カナダ)、Open 

University(英国)、QueensLand大学(濠)，Saskatchewan大学(カナダ)などの研究者らが中心となって、

LA のための国際的な研究コミュニティが組織されている。それが Society for Learning Analytics 

Research (So-LAR13)である。Learning Analytics and Knowledge (LAK)は SoLARを母胎として開催

される LAに特化した国際会議を指す。 

第 1回 LAK(LAK2011)は 2011年、カナダのバンフで開催された14。LAK2011には世界 12カ国(主

として欧米)から 100名の研究者・企業関係者が集まり、4つの基調講演を含む 20を越す発表がシング

ル・セッションで行なわれた15。今年 2012年 4月バンクーバーで開催された第 2回 LAK (LAK2012)

の参加者数、発表件数はともに前年比 2倍を記録し16、LAに対する関心が急速に高まってきているこ

とが分かる。発表件数が増えたこともあって、LAK2012 はシングル・セッションではなく、2つのセ

ッションが並行するパラレル形式で実施された17。 

 

■■■■多様多様多様多様なななな研究研究研究研究（（（（セッションセッションセッションセッション））））テーマテーマテーマテーマ    シングル・セッションで構成された LAK2011 では特にセッションは

カテゴライズされていなかったが、発表件数が増加した LAK2012では一般発表の各セッションにそれ

                                                   
10 図 2は、IADIS: Ahanghai (http://www.slideshare.net/gsiemens/iadis-shanghai) 

Envisioning a system-wide learning analytics platform  (George Siemens December8,2011Shanghai,China) スライ
ド 32頁目から引用。また、Learning Analyticsの将来的なイメージについては[4]も参考になる． 

11 PLEは Private Learning Environmentの略。 
12 日本ではこういう Publisherも含めた総体的な「システム」は未だ存在しない。 
13 http://www.solaresearch.org 
14 そのときの模様については、http://www.elearnspace.org/blog/2011/03/11/learning-analytics-2011-reflections/ 

(Dr Siemens のブログ)や http://dougclow.org/2011/03/01/lak11-tuesday-afternoon/ (英国 Open Unversity の Dr 

Clowのブログ)などが参考になる。ここでもこれらのドキュメントを参考にしている。 
15 LAK2011のサイトは[6]である。カンファレンス・プログラムもここで公開されている。 
16 http://www.learninganalytics.net/?p=161 
17 LAK2012のプログラムはカンファレンスのサイト[7]で公開されている。 



ぞれテーマが設定されていた。その分類は次の通りである。 

� Social Learning Analytics 

� Analytics for Reflective Learning 

� Adaptive/Recommender Systems 

� Institutional Perspectives 

� Visual Analytics 

� Educator Interventions 

� Texual Analytics & Analytics Infrastructure 

� Empirical Studies 

� Educational Data Mining 

� Predictive Modeling 

ここからも見てとれるように、LA(そして LAK)の守備範囲・研究領域は非常に多岐に及んでいる 。 

 

■■■■Social Learning AnalyticsSocial Learning AnalyticsSocial Learning AnalyticsSocial Learning Analytics その中でも LAK2012において筆者が(個人的関心により)特に興味を魅か

れたのが Social Learning Analytics (SLA)のセッションである。SLAは Learning Analyticsのサブセ

ットとして重要な研究領域のひとつとされている[2, 4, 5]。そのためもあってか、LAK2012では SLA

に関するセッションは 2日間で 2回設けられていた(それだけ発表件数が多いということ)。SLAは、学

習環境における学習者間との直接的あるいは間接的な相互作用とそのプロセスの分析、相互作用の可視

化などを(現在のところは)主な研究対象としている。こうした、学習という複雑な現象によって刻々と

残される膨大なデータ群を前にして SLA で提唱されているのが、Social Network Analysis と

Discourse Analyticsを inherentなアプローチとすることである[2, 4]18。そうした LAの動向を考慮す

れば、次のような課題が今後この領域での主要なテーマとしてすぐに浮かびあがってくる19。 

� 学習環境におけるCommunity Dynamicsと Social Capitalに関する研究あるいはその可視化技

術の開発 

� 学習環境における Dynamics of/on Networksと Knowledge Constructionの関係に関する研究

あるいはその可視化技術の開発 

� 学習環境における Diversity and/or Stabilityの関係に関する理論研究あるいはそうした環境の

可視化と環境形成のための技術の開発 

4. Learning Analytics とわがとわがとわがとわが国国国国のののの高等教育高等教育高等教育高等教育・・・・研究研究研究研究のののの今後今後今後今後 

以上簡単に(現在のところ)、欧米を中心とした LA研究の動向と LAKについて述べた。最後に、LAK 

を始めとする海外でのこうした動きを踏まえた上で、わが国の高等教育・研究について言及する。 

これまでに見てきたように、LA研究に関心が集まってきたのは、ビッグ・データの時代という時代

                                                   
18 [2, 4]は主に社会学系の分野で発展してきた Social Network分析の応用研究を SLAの Social Network Analysisで想定

しているようである。しかしこれでは十分に SLAそしてLAの発展に寄与することは難しいとわれわれは考えている。 
この点については[10, 11]を参照。 

19 これらについては[9, 10, 11]を参照。 



の波を(少なくとも欧米の)高等教育の分野が無視できなくなってきたことが大きい。ただし、LA とい

う概念が提唱されたのは比較的新しく、まだ First Generationの段階であるとも言える。いまは、ど

ういうデータをどう見れば何が見えてくるのか？それをどう実践的に使えばいいのか？などの基本的

な問題の「方向性」がようやく見え始め、共有化されようとしているところである。 

しかしだからと言って悠長に構えてばかりもいられない。特にわが国の場合、高等教育・研究に目を

転じてみると、「グローバル化した社会に対応した人材の育成を」という抽象的なスローガンだけはい

つものように勇ましいものの、硬直化したカリキュラム、秋入学問題、高大連携問題、新卒就職問題、

教育・研究両面における国際化への対応等々、解決すべき(具体的な)課題は山のように積み上がったま

まである。LAとの関連において、わが国の高等教育が早急に取り組むべき課題は、ざっと考えただけ

でも以下のように列挙することができる。 

 

データデータデータデータ・・・・サイエンティストサイエンティストサイエンティストサイエンティスト((((ネットワークネットワークネットワークネットワーク分析分析分析分析をををを含含含含むむむむ))))のののの育成育成育成育成 ビッグ・データの時代に入り、膨大なデータの

可視化手法、数学、統計処理、データ・マイニングなどに関する高度な理論と分析スキルを身に

つけた人材の育成が、欧米でも急務となっている2021。特に LAの場合、SLAの重要な柱のひと

つに Social Network Analysis22を挙げており、従来の統計分析だけではなくネットワーク科学

にまで精通した人材の育成が不可欠である。しかし残念なことに、わが国ではネットワーク科学

を含めデータ・サイエンスを学部のカリキュラムとして教えているところはまだそれほど多くは

なく、まして教育学系でこれらの分野を教え次世代の人材を育成している(少なくとも、しよう

という意志のある)学部や大学はほとんどない。リアル・タイムに Dashboardを通して「何が起

きているか」「何故起きたか」の情報が提示されたとしても、そうした情報を正しく理解・解釈

し有効に活用することのできる人材がいない限り、集められたデータはただのゴミである。

Evidence-basedな学習科学・教育学の確立23と次世代を担う人材の育成が強く求められている。 

関連関連関連関連するするするする学会学会学会学会やややや学術団体学術団体学術団体学術団体のののの相互交流相互交流相互交流相互交流をををを通通通通したしたしたした Learning Analytics Learning Analytics Learning Analytics Learning Analytics 研究活動研究活動研究活動研究活動のののの推進推進推進推進 LAが関連する分野は

学習科学や教育工学だけではない。それ以外にも、情報科学、データ・マイニング、機械学習、

統計物理学、コンピュータ科学、数学などというように、きわめて学際的に関連諸分野は拡がっ

ている。したがって、関連学術団体や学会の相互交流を通した LA研究の展開は不可欠である24。

同時にここでは、日本版 EDUCAUSEとして発足した大学 ICT推進協議会(AXIES)[13]の役割

が重要なものとなる。本家 EDUCAUSEとNMCの HR2011が最初に LAを提唱したのは昨年

                                                   
20 [8] 特に第 8章参照。 
21 ちなみに「データサイエンス授業」をキーワードに Googleで検索をかけたところ、ヒットしたのは約 118万件、一方、

data science course では 13億 8000万件のヒットがあった(2012年 10月 8日午後 2時現在)。 
22 ここでは、伝統的な社会学系のネットワーク分析だけではなく、複雑ネットワーク科学も含めて Social Network 

Analysis を考えている。その理由については[11]を参照されたし。 
23 もしかしたら、(すべてではないにしても)教育学系学部教育の解体と再編成も必要になるかもしれない。次の項目でも

述べているように、LAはコンピュータ科学、情報科学、数学、ネットワーク科学が交叉する、きわめて学際的な分野
だからである。 

24 情報処理学会 CLE研究会(教育学習支援情報システム研究会)[12]では、おそらくわが国で最初に LAをテーマとしたシ

ンポジウムを 2011年に開催した。また、2012年 11月には九州大学箱崎キャンパスにおいて LAをテーマとする研究会
を開催する。 



であった。それから 1年も経たない間に欧米で LA研究は大きく飛躍しようとしている。AXIES 

が同様の、あるいはそれ以上の強いリーダーシップを発揮し、将来に対する明確なヴィジョンを

打ち出すことによって、低迷するわが国の高等教育改革が進展することを強く期待する。 

Learning Analytics Research CenterLearning Analytics Research CenterLearning Analytics Research CenterLearning Analytics Research Centerのののの設立設立設立設立 これまで何度も述べてきたように 21世紀の今日、情報は溢

れかえる時代となっている LA 研究の重要性が強調されるようになった背景には、(本稿では述

べなかったが)学習環境の激変という狭い範囲ばかりではなく広く社会的・経済的・政治的要因

があることも忘れてはならない25。そうした時代的な要請と変化がありながらわが国の高等教

育・研究の分野では、それに対応した教育改革・研究が進んでいるようには思えない。非構造化

された“breadcrumbs”(パンくず！)のように集めれた圧倒的な量のデータをどう解析し、その

結果をどう高等教育改革に活用すればいいのか、そうした知見を蓄積し実用化させるためには、

もはや従来型の小規模なクラスのデータを対象とした研究ではなく、大規模データの解析を得意

とする領域の研究者たちが横断的に共同で行なう必要がある。そうしたこれまでにないタイプの

学習科学・教育工学研究を推進する研究機関(既存の研究部局を再編したものであってもいい)を

国内にいくつか設立し、精力的に LA研究を進めることによって、すでに世界に大きく遅れをと

っている(少なくとも最先端では決っしてないし、追いついてもいない)わが国の教育が今世紀の

間に再び輝きを取り戻し、希望ある社会が実現することを切に夢見ている。 

5.まとめまとめまとめまとめ 

本稿では現在新しい学習科学分析概念として(主として欧米を中心に)提唱されている Learning 

Analytics(LA)を説明し、あわせて、2011 年から開催されている LA のための国際会議、The 

International Conference on Learning Analytics (LAK)についてその概要を紹介した。最後に、LA研

究と関連してわが国の高等教育・研究の問題点についていくつか指摘した。Learning Analytics研究の

新しい地平がわが国でも開かれ、急務となっている高等教育の改善にその成果が活用されることを期待

する。 
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